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「きのこの迷信」は科学的根拠のない俗説です。 絶対に信じないで下さい。
・縦によく裂ければ食べられる。
・虫が食っていれば食べられる。
・ナスと一緒に煮れば食べられる。

・地味なきのこは食べられる。
・においが良ければ食べられる。

食べ過ぎに注意
　天然のきのこの成
分についてわかってい
ないことも多く、古くか
ら食用とされてきたき
のこが近年になって毒
きのこに分類された事
例 も あ り ま す 。
　食用きのこであって
も、食べ過ぎないよう
にしましょう。



3件

（昭和４５年～令和３年までの過去５２年間の累計）
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　毎年、北海道（札幌市を含む）で数件の食中毒が発生しており、過去
52年間で患者数が696名、うち死者数は５名（札幌市１名）である。

ツキヨタケ
43件

テングタケ
38件クサウラベニタケ

33件

イッポンシメジ 12件
シビレタケ属 5件
ツチスギタケ 4件
ベニテングタケ 4件
イボテングタケ 3件

カキシメジ 3件
タマゴタケモドキ 3件
ホテイシメジ 3件

テングタケ 8件

ツキヨタケ 3件

シビレタケ属 2件

アセタケ 1件

イッポンシメジ 1件

イボテングタケ 1件

カキシメジ 1件

クロトマヤタケ 1件

ツチスギタケ 1件
ニセアセタケ 1件

クサウラベニタケ
4件

アセタケ 2件

オオキヌハダ
トマヤタケ 2件

オオワライタケ 2件
クロトマヤタケ 2件
コガネタケ 2件

その他 10件

26件 166件

合計
24件

合計
168件

合計
28件

合計
192件

＊種類（属を含む）が判明したもの（推定を含む）は、札幌市で28件
中24件、北海道で192件中168件（同一事例で複数の種類のきのこが
関与しているものあり）。









※札幌市内では、ツキヨタケの誤食により、昭和53年に５名、平成14年に６名、
平成28年に２名がおう吐、腹痛、下痢などの症状を呈する食中毒が起きた。











（イボテングタケ）

※テングタケの仲間にイボテングタケがある。どちらも毒きのこ。
※札幌市内では、テングタケ(イボテングタケ)の誤食により、平成
15年、平成23年、平成27年及び平成28年に各１名ずつが全身の
しびれやおう吐、幻覚などの症状を呈する食中毒が起きた。









ひだ ： 白色で柄に垂生し、密。



（令和４年10月現在）
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